
 

入学、進級おめでとうございます。新学期が始まり１週間が経ちました。今年度も、児童生徒

一人一人が自分のペースを大切にしながら様々な体験ができる環境を目指します。他者との

関わり方や公共施設の使い方を学ぶ機会を増やしながら、キャリア教育を進めていきたいと思

います。 

この通信では、本校で実践している「キャリア教育」をはじめ、進路に関する情報などについ

てお伝えしていきます。お読みいただくことで、お子さんの進路や将来について考えるきっか

けになれば幸いです。どうぞよろしくお願いします。 

 

キャリア教育とは？ 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す

教育のことです。 

キャリア教育の過程を少し切り取って、「人間関係形成・社会形成能力」について掘り下げてみましょう↓↓ 

 

 

 

 

☆キャリア・パスポートが新しくなります☆ 

キャリア・パスポートとは？ 

自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことです。小学部から高等部までの 

学びや活動を記録していきます。 

 

今年度から児童生徒の成長がよりわかるように形式を変更しました。 

「キャリア・パスポート作成にあたってご協力のお願い」をご確認の上、 

ご協力よろしくお願いします！ 

キャリア教育通信 

№１ R７．４．１４              県立太田特別支援学校 キャリア教育係 

友達を誘うことができる 返事ができる 自分の名前が分かる 

キャリア教育は生活の全てにかかわっていく教育です。児童生徒一人一人に合

った役割･経験や進路を達成できるように、学校と家庭が協力しあって、児童生

徒のできることや、友達との関わりを少しずつ増やしていきましょう。 

低学年 中学部 高学年 



学校で行う「キャリア教育」の取り組み例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の指導   

自分の役割を意識し、仕事をやりとげる意思を高め

る。正しい習慣を身に付ける。 

遊びの指導   

好きな遊びを選ぶ。集団活動や人とのかかわりの力

を付ける。 

生活単元学習「調理」「買い物」「乗り物遊び」等 

身近な材料、道具の使用の経験。 

社会に必要なルールや金銭の使い方を学ぶ。 

ルールや他者とのやりとりの仕方を学ぶ。 

作業学習（中学部） 

仕事に必要な基本的スキルを身に付

け、仕事をやりとげる力を高める。 

道徳の例 

社会規範を守る態度を身に付ける。 

キャリア教育における基礎的・汎用的能力 

① 人間関係形成・社会形成能力 

他者の個性の理解、他者への働きかけ、チームワーク、 

コミュニケーションスキル、リーダーシップ 

② 自己理解・自己管理能力 

自己の役割の理解、自己の動機付け、忍耐力、主体的行動、 

ストレスマネジメント、 

③ 課題対応能力 

情報の理解・選択・処理、原因の追及、課題発見、計画立案、

実行力、評価改善 

④ キャリアプランニング能力 

学ぶこと・働くことの意義や役割の理解、多様性の理解、将来

設計・選択、行動と改善 

特別活動の例 

○集会 

他学年の児童生徒とのか

かわり、集団活動や人との

かかわりの力を付ける。 

○交流活動 

 他校の児童生徒とふれあ

い、より広い社会参加の力

を育てる。 

○遠足等 

 公共の交通機関や施設で

のルールを守る。 

 

 

 

国語   

聞く、話す、書く、読むなど

の力を付ける。 

算数・数学   

数や図形などの力を付ける。 

音楽   

好きな楽器を選ぶ。 

図工・美術   

好きな色や素材を選ぶ。 

体育・保健体育   

集団やルールを意識して体

を動かす。 

自立活動（教育活動全体を通じて） 

学習上または生活上の困難を改

善・克服し、自立し社会参加する

資質を養う。 

総合的な学習の時間（中学部） 

 実態に応じた体験的活動を通し

て、実践的な態度を身に付ける。 

 

 


